
住所 志木市上宗岡１‐５‐１ 志木市総合福祉センター内
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社会福祉法人
志木市社会福祉協議会

※志木市社協ホームページにつながるQRコードを掲載しています。

地域福祉のネットワークで支え合い・助け合い

しき 社協だよりしき 社協だより

街頭募金協力団体
クラブしっきーず、ボーイスカウト志木第１団、志木市内ボランティア・福祉関係団体、志木市社協役職員

共同募金にご協力をお願いいたします！
　10月 1日から 3月 31日の間、共同募金運動を実施しています。
　赤い羽根共同募金は、志木市内でお寄せいただいた募金の 50％は志木市社協に配分され、町内会な
どで行われる世代間交流事業や市内ボランティア・福祉関係団体などへの助成金に役立てられています。
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今号のTOPICS
●表紙　赤い羽根共同募金
●２頁　こどもまつり・障がい者通所施設
●３頁　災害ボランティアセンター立ち上げ訓練
　　　　福祉学園ふりかえりの会報告
●４頁　詐欺被害防止電話機等購入費補助事業
　　　　寄附報告

義援金の受付をしています。

このたびの台風15号および第19号により被災され
た皆さま、関係する皆さまに衷心よりお見舞い申
し上げます。
埼玉県共同募金会志木市支会では、義援金の受付
をしております。お預かりした義援金は、中央共
同募金会を通じて、被災された人々にお届けいた
します。
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案内 　　　　
「 こどもまつり 」 にあそびにきてね ！

児童センター、宗岡子育て支援センター、宗岡学童保育、放課後志木っ子タイムむねに・む
ねさん・むねよん共催事業「こどもまつり」を開催します。今年もいろいろな楽しい企画を
予定しています。ぜひ、あそびに来てください♪

と　き／11 月24 日（日）午後１時～３時30 分
ところ／児童センター・宗岡子育て支援センター
　　　　（総合福祉センター３階）
対　象／ 0 ～ 18 歳未満の児童とその保護者
　　　　（未就学児は必ず保護者同伴でお越しください）
問合せ／児童センター　０４８－４８５－３１００

案内 　 

　

こどもまつりと同時開催！
「輪投げふれあい交流会」

高齢者・障がい者・子どもなど、いろいろな人たちと
一緒に輪投げの試合などを行います。
と　き／ �11月24日（日）午後１時30分～３時45分
ところ／�総合福祉センターホール（１階）
対　象／どなたでも
問合せ／総合福祉センター
０４８－４７５－００１1

☆ミニ縁日　・ヨーヨー釣り・タコ取り合戦・工作　ほか
　　協力：子育てサークル PaPa’S

☆キッズカ
フェ

　ジュニア
リーダーの

　子どもた
ちが店員さ

んです♪

☆マジックショー　出演：ミラクル山内氏

　子どもた
ちが店員さ

んです♪

�障がい者通所施設就労継続支援Ｂ型では、「クローバー」「ひまわり」「東館」と３部門にわ
かれ、18歳以上の障がいのある人へ、その人の能力に合わせた働く場所を提供し、就労に
向けた訓練を行っています。

●クローバー
今年も販売します！
「カパル　チャリティ缶バッチ 2019」

昨年大好評だった「カパル�チャリティ缶バッチ
2019」を 11月１日から販売します。
売上は利用者の工賃となるほか、被災地への義援金
や歳末たすけあい募金へ納められます。

２個セット 500円（うち 100円は募金へ）

問合せ／障がい者通所施設　
　　　　０４８－４８６－１８８０

●ひまわり 　
総合福祉センター１階
食堂「ひまわり」をぜひご利用ください。

お持ち帰りのできる軽食（100 円
～）やランチセット（600 円）を
販売しています。また、人数やご
予算に合わせたお弁当の注文も承
ります。ぜひご利用ください。

●東館
イベントや会議のお土産などに
クッキーはいかがですか？

令和元年５月にオープンした焼き菓子専門の部門で
す。「安くておいしい！」と好評の「ひまわりクッキー」
をはじめ新商品もご用意しております。贈答用も承
ります。ぜひ一度ご賞味ください！

例）贈答用
通所者が描いた
イラストの包装
紙でラッピング
いたします。

クローバーでは、清掃作業や内職の仕事も承っていま
す。ぜひお仕事をご紹介ください。

例)ピーマン肉詰め弁当

販売予定　イラストイメージ
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報告 　

９月 28 日（土）志木市民生委員・児童委員協議会と共催し、
災害ボランティアセンター立ち上げ訓練を実施しました

　近年、日本各地で地震・台風・豪雪などさまざまな災害が発生しており、被災した家屋の片付けなどを
行う災害ボランティア活動の役割が重要となっています。
　志木市において大規模な自然災害が発生した場合、志木市社協が災害ボランティアセンターの設置・運
営を行うことから、ボランティア活動を円滑に進める拠点となれるよう、訓練を実施しました。

▲民生委員・児童委員の皆さまと社協役職員あわせて 72 人が参加しました。

報告 　ボランティア体験プログラム

「福祉学園」 ふりかえりの会
　夏休み期間中、市内の福祉施設やボランティア活動団体の皆さまのご協力
のもと「福祉学園」を実施し、148人がボランティア体験をしました。体験
後に行われたふりかえりの会では、ボランティア体験を通して学んだことや
考えたことを話し合い、発表を行いました。
・体験した人の感想（抜粋）

・保護者からの言葉（抜粋）
「大変だったけどがんばったよ」と帰ってきていろいろなことを話してくれました。
これからもいろんなことにチャレンジして、いつも人の気持ちを感じることのできる人になってくださいね。

災害ボランティアセンターの主な役割
●	被災者からの相談を受け、その人が必要とするボラン
ティア活動の内容を正確に聴き取ります。

●	ボランティア活動を行いたい人の受付をします。専門技
術や資格を持っている人の把握や保険の加入事務も行い
ます。

●	被災者からの依頼とボランティア活動を行う人を結びつ
け、被災状況に応じた活動場所への地理案内を行います。

●	活動に必要な資材の調達とボランティアへの貸出・在庫
管理を行います。� 　など　

高齢者施設
やはり『介護』という仕事は苦労
が多いことを改めて感じました。
しかし、その中でも「ありがと
う」などの感謝の言葉をかけられ
たり、笑顔を見ると、自分たちが
やっていることは無駄ではないと
思えました。この気持ちがこの仕
事の『やりがい』ということだと
気付かされました。

保育園
０～１歳は言葉が言えないので表
情や行動で読み取ることは当然な
のですが、5歳児も言葉だけでは
伝わらないことが多く、ひとつひ
とつの行動や表情をつかみとるこ
とが大切だと思いました。

車いす磨き隊
（車いす体験、車いす点検・整備）

ちょっとした段差やドアが車いす
利用者の方にはとても大変だとい
うことがわかりました。以前は
困っている人を見ても恥ずかしく
て声をかけることができなかった
けれど、体験後は段差の前で立ち
止まっている人を助けることがで
きました。

災害ボランティア活動に行くときは事前に
ホームページなどから情報収集をしてください。
①�被災地付近は交通規制されている場合もあり
ます。
②�ボランティアは被災した市町村内や県内に居
住している人限定で募集していたり、年齢制
限を設けている場合もあります。
③�現地の宿泊施設は混雑が予想されます。
※�志木市社協で災害時用のボランティア活動保
険 ( 国内共通 ) に加入していくことをお勧め
します。

災害ボランティア活動の拠点は
志木市社協が担います！
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社協だよりはCD版（音声のみ）もありますので、ご希望の人は地域福祉担当へお申し込みください。 「しき社協だより」は
再生紙を使用しています
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福祉事業寄附者
� （受付順、敬称略、単位：円） 

寄附者（団体） 金　額
志木おやこ劇場 3,760

【以上の寄附は、8月1日～9月30日までのものです。】

会員加入ありがとうございます！あなたの会費が地域福祉を支えています。
　志木市社協は、町内会・自治会を通じて会員加入の案内をさせていただいております。ご協力くださいました地域
の皆さまには深く御礼申し上げます。皆さまのまごころによって集められた会費は、主に次の事業に活用しています。

会
費
は
こ
う
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す

地 域 福 祉
サービスを
充実するた
めに

・車いすの貸出
　　怪我などで一時的に車いすが必要になった人に貸し出ししています。
・車いす専用車の貸出 
　　介助が必要な人に車いすごと乗降できる車を貸し出しています。
・福祉有償運送事業
　　�車いす専用車を運転できる人がいない人に運転ボランティアによる
送迎を行っています。

・たんぽぽ生活応援隊（住民同士の支えあい事業）
　　�日常生活の困りごとを軽減するため、会員相互の助け合いにより、
掃除や洗濯などの家事援助を行っています。

地域のつな
がりをつく
るために

・町内会など地域福祉団体への助成
　　�町内会などが行う世代間交流事業や福祉施設への訪問事業など
への事業費助成、町内会や障がい関係団体などへの運営費の助
成を行っています。

・サロン活動支援
　　�孤立を防止するため地域住民が近所の集会所などに集まり行
う、体操や茶話などのサロン活動を支援しています。

地域福祉の
人材育成の
ために

・ボランティア講座
　　�手話、朗読、点訳、話し相手など、ボランティア活動をするためのきっかけとなるさまざまな
講座を実施しています。

・障がい理解講座
　　同じ地域で暮らす障がいのある人への理解を深める場として講座を実施しています。
・福祉教育の推進
　　�子どもたちの福祉のこころを育てるため、市内の小中学校全校で、障がいのある人による講話
や福祉体験学習などに積極的に取り組んでいます。

案内 　福祉の仕事　地域就職相談会
　　　　～高齢者・障がい者の施設や保育園で、

地域を支える仕事をしてみませんか？～
　朝霞市および近隣の福祉施設が集まる就職相談会を開催
します。無資格・未経験で働ける職場もありますので、ぜ
ひこの機会にご参加ください。
と　き／ �11 月 14日（木）正午～午後３時
　 　　①�就職支援セミナー（介護施設の現場職員による生

の声をお届けします。）正午～午後１時
　 　　②�個別面談会（職場の雰囲気や仕事内容について聞

くことができます。）午後１時～３時
ところ／朝霞市産業文化センター
参加費／無料
申込み／�不要（事前申込みした人には素敵なプレゼントが

あります。）
問合せ／社会福祉法人　埼玉県社会福祉協議会
　　　　福祉人材センター　☎０４８－８３３－８０３３
　　　　（月～金　午前 10時～午後 5時・祝休日除く）

案内 　

補助金額 /
　�購入費から自己負担額 1,000 円を差し引いて上限
10,000 円（100円未満は切り捨て）
対象者 /
　以下のすべてに当てはまる人
　①市内在住で社協会員の人
　②一人暮らしの 70歳以上の人
　　または 70歳以上の人のみの世帯
　③過去にこの補助を受けていない人
対象機器 /
　�電話着信時に、自動で警告のアナウンスが流れその後通話
を録音する電話機・FAXまたは同様の機能を備えた録音機
　　※令和元年 7月 1日以降の購入品が対象です。
　　　申請できるのは、購入してから 3か月以内です。
申請方法などはお問い合わせください /
　地域福祉担当（総合福祉センター 1階）
　☎０４８－４７４－６５０８

皆様の真心ありがとうございました
皆様の真心ありがとうございました

詐欺被害の防止に効果的な録音機付き
電話機などの購入費に対して
補助金を交付します。

横山武治
高齢者福祉基金を
活用しています


